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１．Digitization（デジタイゼーション）

アナログ、物理データをデジタルデータに変換する事

2．Digitalization（デジタライゼーション）

業務や作業そのもの、業務・開発フローなどをデジタル化する事

3．Digital Ttransformation（デジタルトランスフォーメーション）

データとデジタル技術によって商品やビジネス、業務、企業文化等の変革
を成しとげるもの

▶DX化のメリット

・生産性向上や業務効率向上

・ペーパレス化等利便性向上、省人化・省力化の促進

・利用者ニーズデータ等集約・分析が的確・迅速

・BCP（事業継続計画）につながる
コロナ等感染症対策時（on-line会議・情報共有等）

まず、はじめに・・・DX化推進の３step

法人全てのデータが、横断的・縦断的に繋がる事で、

経営分析➡経営判断➡適切な展開

を迅速に行う事を目的！
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• 利用者の状態や現場記録を自動的に取得することで省力化・標準化をして生産性を高める

• 利用者状況管理、請求管理、業務管理（勤怠・給与）を連動させることで経営管理を強化する

入居者管理

サービス提供管理 請求管理
会計管理

（入金管理）
ケアプラン

個別支援計画

利用者ニーズ
生活・心身状態

現場の記録

①ケアの質を高める領域
⇒情報共有・ケアのPDCA

業務量 勤怠・給与

➂経営管理に活かす領域
⇒情報管理・改善

➁生産性を高める領域
⇒自動化・標準化

ICT・IoTにより記録

利用者に紐づいた情報管理
プランとの

整合性

入居者情報・ニーズ・心身の

状態を踏まえたプラン設計
効率的な請求管理

経営管理

ICTツール・機器 2021年
King of time

ケアカルテ導入

1．DX戦略の方針

2022年
TKC

ケアカルテ導入
2023年

ケアカルテ導入



Copyright (C) 2021 FUKUCHIYAMA-GAKUEN.

All Rights Reserved.
3

• 現場での「直接介助」「間接介助」「間接業務」の整理を行い、それぞれの課題を明確にする

• その上で、改善策として、「業務そのものの見直し」「ロボット活用/DX化」「アウトソーシング」を検討する

日頃の業務

直接介助

間接介助

間接業務

肉体的に負担が大きい業務

突発的に発生、労力が大きい業務

職員がしなくても良い業務

他に切り出した方が効率的な業務

大量に処理が必要な業務

情報共有が必要な業務

Step.1
業務を洗い出し、分類

Step.2
分類された業務において、課題を整理

Step.3
改善策の検討

ロボット・福祉機器の導入

DXによる標準化

支援補助・非専門職化

アウトソーシング

DX（RPA）による効率化

DX（ICT）による高度化

2．業務改善/DX化/アウトソーシングの進め方

Step.4
成果

・業務効率化
・生産性向上
・働き方改革
・業務管理向上
・リスクマネジメント
・専門性向上
・BCP対応
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